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　　市民の声を市政に　一般質問
　　　　　　 　　　　 住みやすいまちを目指して

１．山本　信子　（８ページ）
　　① 茨城空港
 （答弁：産業経済部長）
　　② 子宮・乳がん検診
 （答弁：保健福祉部長、市長）
　　③ ブックスタート事業
 （答弁：教育次長）
２．藤井　敏生　（９ページ）
　　① 茨城空港の利用促進と地域振興
 （答弁：産業経済部長）
　　② 個人住民税の徴収事務
 （答弁：総務部長）
３．福島ヤヨヒ　（10 ページ）
　　① 障がい児童生徒の教育条件
 （答弁：教育次長）
　　② 身近なみどり整備推進事業
 （答弁：産業経済部長、市長）
　　③ スポーツシューレ公園整備に伴う環境保全
 （答弁：教育次長）
　　④ 女性団体の活動拠点の整備
 （答弁：市長公室長）
　　⑤ 専決処分の判断
 （答弁：総務部長）

４．小川　賢治　（11 ページ）
　　① 市長マニュフェスト
 （答弁：市長）
　　② 不妊治療費の助成拡充
 （答弁：保健福祉部長）
　　③ 茨城空港線のフラワーロード化
 （答弁：市民生活部長）
５．島田　幸三　（12 ページ）
　　① 消防行政
 （答弁：消防長）
　　② 県立高校の再編整備計画
 （答弁：教育次長）
　　③ 施政方針
 （答弁：市長）
６．戸田　見成　（13 ページ）
　　① 市長２期目の意気込み
 （答弁：市長）
　　② 市の方向性
 （答弁：市長公室長）
　　③ 産業経済の発展
 （答弁：産業経済部長）
　　④ 市街地の幹線道路整備
 （答弁：都市建設部長）
　　⑤ 人事管理
 （答弁：総務部長）

一
般
質
問
？
・
・
・
市
民
の
代
表
で
あ
る
議
員
が
、
市
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
や
提
言
を
行
う
こ
と
で
す
。
質
問
は
、
通
告
書
の
提
出
順
で
行
わ
れ
ま
す
。
質
問
時
間
は
60
分
以
内
・
再
質
問
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

  
　平成 22 年第２回定例議会で行われた一般質問には、６名の議員が市政に関する 21 項目につ　平成 22 年第２回定例議会で行われた一般質問には、６名の議員が市政に関する 21 項目につ
いて質問や提言を行いました。（実施日：6月 8、9日）いて質問や提言を行いました。（実施日：6月 8、9日）
　紙面の都合によりダイジェスト版（一部掲載）としてお知らせします。　紙面の都合によりダイジェスト版（一部掲載）としてお知らせします。
　質問全文は議会ホームページまたは市内の各図書館に設置する会議録でご覧いただけます。　質問全文は議会ホームページまたは市内の各図書館に設置する会議録でご覧いただけます。
今定例議会の会議録は９月頃に発行の予定です。今定例議会の会議録は９月頃に発行の予定です。

（7月 22 日・改善センタープールがオープン、幼児用プール）（7月 22 日・改善センタープールがオープン、幼児用プール）
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子
宮
頸
（
し
き
ゅ
う
け
い
）
が
ん
？
・
・
・
Ｈ
Ｐ
ウ
ィ
ル
ス
が
子
宮
入
口
付
近
に
感
染
し
発
症
。
女
性
の
８
割
が
一
生
に
一
度
は
感
染
す
る
。
日
本
で
の
検
診
受
診
率
は
２
割
と
低
迷
、
国
内
で
は
年
間
１
万
５
千
人
が
発
症
し
、
３
，
５
０
０
人
が
死
亡
。

Ｑ 

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
全
額
助
成
を

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
り
予
防
可
能
な

子
宮
頸
が
ん
に
つ
い
て
は
、
県
内
自
治

体
で
も
、
接
種
に
あ
た
り
ネ
ッ
ク
と
な

る
５
万
円
程
度
の
費
用
を
全
額
補
助
す

る
動
き
が
あ
る
。
本
市
で
も
医
療
費
抑

制
や
女
性
の
社
会
・
経
済
的
損
失
の
回

避
な
ど
事
業
実
施
に
よ
る
費
用
対
効
果

を
鑑
み
て
早
期
に
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。

Ａ 

保
健
福
祉
部
長　

子
宮
頸
が
ん
予
防

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
補
助
に
つ
い
て
は
、

全
国
で
も
約
40
自
治
体
で
実
施
・
検
討

さ
れ
て
お
り
、
県
内
で
も
大
子
町
で
実

施
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
予
防
効
果
等
に
つ
い

て
は
確
立
さ
れ
て
い
な
い
状
況
に
も
あ

り
、
国
で
は
、
こ
の
予
防
ワ
ク
チ
ン
を

含
む
予
防
接
種
全
体
の
見
直
し
に
向
け

て
、
自
治
体
か
ら
の
意
見
を
募
集
す
る

な
ど
各
方
面
か
ら
効
果
的
な
方
策
を
検

討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
の
で
、
今
後
、

国
・
県
、
各
自
治
体
の
動
向
な
ど
を
踏

ま
え
て
、
実
施
の
是
非
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

Ａ 

市　

長　

市
内
の
女
子
中
学
生

７
６
３
名
を
対
象
に
実
施
し
た
場
合
に

は
、
そ
の
接
種
費
用
は
約
４
千
万
円
程

度
と
見
込
ん
で
お
り
、
現
在
、
実
施
し

た
場
合
、
国
・
県
の
補
助
が
な
い
た
め
、

市
の
財
源
か
ら
全
額
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

女
性
特
有
の
が
ん
対
策
に
つ
い
て
は
、

少
子
化
対
策
の
観
点
か
ら
も
そ
の
問
題

等
を
認
識
し
て
お
り
、
ま
た
、
日
々
の

健
康
な
暮
ら
し
の
確
保
が
市
民
生
活
の

基
本
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

今
後
の
予
防
対
策
の
拡
充
に
向
け
て
、

十
分
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ 

婦
人
が
ん
検
診
の
受
診
率
は

　

 

無
料
ク
ー
ポ
ン
配
布
効
果
は

Ａ 

保
健
福
祉
部
長　

子
宮
が
ん
検
診
に

つ
い
て
は
、
20
歳
以
上
の
女
性
を
対
象

に
実
施
し
、
平
成
21
年
度
の
受
診
者
は

２
，
１
６
９
人
（
受
診
率
18
％
）
と
、

前
年
度
よ
り
４
３
９
人
、
3.6 

％
の
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
乳
が
ん
検
診

に
つ
い
て
は
、
30
歳
以
上
の
女
性
を
対

象
に
実
施
し
、
平
成
21
年
度
の
受
診
者

は
１
，
９
３
２
人
（
受
診
率
20
％
）
と

前
年
度
よ
り
３
４
８
人
、
3.7 

％
の
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

無
料
ク
ー
ポ
ン
の
配
布
は
、
女
性
特

有
の
が
ん
検
診 
受
診
率
が
低
い
こ
と
か

ら
、
平
成
21
年
度
、
一
定
の
年
齢
に
達

し
た
女
性
に
対
し
て
、
子
宮
頸
が
ん
、

乳
が
ん
検
診
を
無
料
で
実
施
す
る
こ
と

に
よ
り
、
受
診
率
向
上
を
目
指
し
た
も

の
で
、
本
市
に
お
い
て
も
一
定
の
事
業

効
果
は
あ
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
も
６
月
か
ら
12
月
ま

で
実
施
す
る
予
定
で
す
の
で
、
更
な
る

受
診
率
向
上
を
目
指
し
て
周
知
啓
発
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

Ｑ 

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
い
つ
始
め
る
？

Ａ 

教
育
次
長　

図
書
館
等
の
蔵
書
を
有

効
活
用
し
て
、
保
護
者
に
よ
る
読
み
聞
か

せ
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
地
域
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
等
を
通
じ

て
、
乳
幼
児
が
絵
本
と
出
会
え
る
機
会
を

応
援
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
先
進
自
治

体
の
取
組
み
を
参
考
に
、
絵
本
を
贈
呈
す

る
方
法
が
本
市
に
お
い
て
も
有
効
か
ど
う

か
併
せ
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ . 女性が健康で国家繁栄Ｑ . 女性が健康で国家繁栄
　　婦人がん予防対策の推進を　　婦人がん予防対策の推進を

　　Ａ .　　Ａ . 国・県・自治体の動向踏まえ国・県・自治体の動向踏まえ
　　　　予防対策の拡充に向け検討　　　　予防対策の拡充に向け検討 山本　信子

国民の 2人に 1人が患い、3人に 1人が死
亡する要因となっているガン。早期発見が
最も有効な対策のひとつであることから検
診受診率向上は喫緊の課題
（20 年度から婦人がん検診受診率を向上さ
せるため対象者に配布する無料クーポン券）

一般質問
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Ｑ . 茨城空港の賑わい持続へＱ . 茨城空港の賑わい持続へ
　　地域振興にどう繋げるか　　地域振興にどう繋げるか

　　Ａ .　　Ａ . 関係機関等と連携を図り関係機関等と連携を図り
　　　　　　　　幅広く話題づくりに取り組む幅広く話題づくりに取り組む 藤井　敏生

Ｑ 

賑
わ
い
を
ど
う
取
り
込
ん
で
い
く
か

　

茨
城
空
港
の
開
港
以
降
、
多
く
の
利

用
者
、
見
学
者
で
賑
わ
っ
て
い
る
が
、

こ
の
賑
わ
い
を
継
続
・
定
着
さ
せ
る
た

め
、
県
で
は
空
港
公
園
を
整
備
し
、
航

空
機
等
の
展
示
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。

地
元
市
と
し
て
、
関
係
機
関
・
団
体
等

と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
ど
の
よ
う

に
地
域
振
興
に
結
び
つ
け
て
い
く
の
か
。

Ａ 

産
業
経
済
部
長　

こ
れ
ま
で
の
空
港

タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
（
開
港
か
ら
５
月
末

ま
で
）
の
来
場
者
数
は
、
約
38
万
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
Ｇ
Ｗ
期
間
中
は

10
万
人
（
県
内
観
光
地
で
は
３
位
）
を

記
録
し
、
総
合
計
画
に
掲
げ
る
年
間
の

来
訪
者
１
０
０
万
人
の
達
成
に
向
け
て

順
調
に
推
移
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
目
標
達
成
に
は
賑
わ
い
づ
く
り

が
重
要
と
な
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
市
の

空
港
利
用
促
進
協
議
会
へ
の
支
援
を
通

じ
て
、
空
弁
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ル
メ
の

開
発
、
市
内
ス
イ
ー
ツ
店
の
紹
介
マ
ッ

プ
を
作
成
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
Ｂ

級
グ
ル
メ
に
よ
る
街
お
こ
し
や
、
ゆ
め

未
来
芸
術
展
等
の
開
催
に
よ
り
、
積
極

的
な
話
題
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
空
港
周
辺
７
市
町
で
組
織
す
る

通
称
セ
ブ
ン
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
、
観
光

資
源
の
開
発
、
地
場
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド

化
、
空
港
周
辺
の
情
報
発
信
な
ど
広
域

連
携
を
強
化
し
た
中
で
観
光
交
流
人
口

の
拡
大
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
過
日
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
２
階

の
ス
カ
イ
ア
リ
ー
ナ
に
は
、
行
方
、
鉾
田
、

小
美
玉
３
市
の
商
工
会
・
観
光
協
会
が

一
体
と
な
り
、
観
光
及
び
地
域
振
興
を

図
る
た
め
、
百
里
地
域
振
興
協
議
会
が

設
置
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
の
で
、
こ
れ

ら
の
活
動
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
幅
広

く
空
港
の
賑
わ
い
づ
く
り
に
つ
な
げ
て

い
き
ま
す
。

Ｑ 
神
戸
便
の
搭
乗
率
が
好
調
!?

　

 

増
便
・
新
規
路
線
の
就
航
を

Ａ 

産
業
経
済
部
長　

ス
カ
イ
マ
ー
ク
航

空
に
よ
る
神
戸
便
の
搭
乗
率
に
つ
い
て

は
、
４
月
が
78
％
、
Ｇ
Ｗ
期
間
中
は
同
社

が
開
設
す
る
全
８
路
線
の
中
で
最
高
の

97
・
６
％
を
記
録
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
更
な
る
就
航
拡
大
に
向
け
て
は
、

本
市
と
し
て
も
空
港
の
利
便
性
を
向
上
さ

せ
、
交
流
人
口
を
拡
大
さ
せ
て
い
く
上
で

最
も
重
要
な
路
線
と
捉
え
て
お
り
ま
す

が
、
こ
の
実
現
に
向
け
て
は
高
い
運
行
実

績
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
最
も
効
果
的
と
さ
れ
る
ビ
ジ

ネ
ス
需
要
の
発
掘
に
つ
い
て
は
、
県
と
の

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
他
の
交
通
機
関
よ

り
圧
倒
的
な
経
済
的
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ

と
を
宣
伝
し
、
市
の
関
連
団
体
や
機
関
等

に
利
用
を
促
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
閑

散
期
に
お
い
て
も
、
親
睦
旅
行
等
で
積
極

的
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
働
き
か
け

て
い
き
ま
す
。

持続的な賑わいを創出するため、毎週
末のように県内各地のＰＲなど各種イ
ベントが実施される（7月 3,4 日、ター
ミナルビル内で開催された韓国フェア）

一般質問

中
国
・
春
秋
航
空
が
茨
城
空
港
に
就
航
？
・
・
・
上
海
を
拠
点
と
す
る
格
安
航
空
会
社
「
春
秋
航
空
」
が
、
茨
城
〜
上
海
間
の
チ
ャ
ー
タ
ー
便
（
週
３
日
）
を
、
定
期
便
化
も
視
野
に
、
当
面
、
７
月
28
日
か
ら
８
月
末
ま
で
就
航
す
る
。

空港開港の約 1ヵ月後、4月 16 日から
1日 1 便往復で運航されているスカイ
マーク航空による神戸便。利用者から
国内線の拡充を求める声は多い
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特
別
支
援
教
育
？
・
・
・
２
０
０
６
年
の
学
校
教
育
法
改
正
に
よ
り
、
従
来
の
特
殊
教
育
で
は
支
援
で
き
な
か
っ
た
軽
度
発
達
障
害
の
児
童
生
徒
を
対
象
と
し
た
。
軽
度
発
達
障
害
の
児
童
生
徒
数
は
増
加
傾
向
で
、
文
科
省
で
は
全
体
の
約
６
％
・
63
万
人
と
推
計
。

Ｑ 

障
が
い
を
持
つ
子
ど
も
の
教
育
環
境
は

　

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
の
数
は
10
年

前
に
比
べ
倍
増
し
、
ま
た
、
そ
の
障
が

い
の
状
況
も
多
様
化
し
て
い
る
。

　

個
々
の
児
童
生
徒
の
状
況
に
合
わ
せ

た
教
育
環
境
の
整
備
が
求
め
ら
れ
る
中

で
、
本
市
に
お
け
る
現
状
と
課
題
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

Ａ 

教
育
次
長　

市
内
小
中
学
校
に
お
け

る
特
別
支
援
学
級
に
つ
い
て
は
、
合
計

で
28
学
級
が
設
置
さ
れ
、
88
名
の
児
童

生
徒
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
教
育
委
員
会
で
は
、
知
的

お
よ
び
情
緒
障
が
い
を
持
つ
児
童
・
生

徒
数
が
年
々
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

毎
年
、
県
に
支
援
学
級
の
増
設
を
申
請

し
、
現
在
で
は
、
全
て
の
小
中
学
校
に

知
的
・
情
緒
障
が
い
学
級
が
設
置
さ
れ
、

各
学
級
と
も
独
立
し
た
教
室
に
お
い
て
、

担
当
教
諭
が
児
童
生
徒
に
応
じ
た
個
別

計
画
を
立
て
指
導
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
学
校
で
は
特
別
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中
心
に
、
障
が
い
児

童
・
生
徒
の
自
立
と
社
会
参
加
に
向
け

た
指
導
・
援
助
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
の
で
、
今
後
も
引
き
続
き
、
個
々
の

障
が
い
状
況
を
把
握
し
な
が
ら
、
適
切

な
助
言
・
指
導
の
で
き
る
体
制
づ
く
り

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

Ｑ 

ス
ポ
ー
ツ
シ
ュ
ー
レ
公
園
整
備
に
伴
う

　

 

適
切
な
環
境
保
全
へ
の
対
応
は

Ａ 

教
育
次
長　

対
象
地
に
つ
い
て
は
、

市
内
環
境
団
体
の
調
査
に
よ
り
貴
重
な

動
植
物
の
生
息
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、

市
で
は
、
昨
年
３
月
か
ら
約
1
年
間
か

け
た
季
節
毎
の
現
地
調
査
に
よ
り
、
整

備
計
画
に
対
す
る
環
境
影
響
評
価
を
実

施
し
、
現
在
、
専
門
家
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
調
整
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

整
備
計
画
で
は
、
こ
の
対
象
区
域
の

う
ち
、
現
状
の
ま
ま
残
す
エ
リ
ア
を
環

境
保
全
ゾ
ー
ン
と
し
て
位
置
づ
け
て
お

り
、
調
査
の
結
果
等
を
踏
ま
え
、
現
在

の
環
境
を
保
全
す
る
措
置
を
適
切
に
講

じ
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
動
植
物
の
生

息
環
境
へ
の
影
響
を
低
減
す
る
よ
う
努

め
て
い
き
ま
す
。

Ｑ . 障がい持つ子どもは増加Ｑ . 障がい持つ子どもは増加
　　　　特別支援教育の環境整備は特別支援教育の環境整備は

　　Ａ . 全校に特別支援学級を配置　　Ａ . 全校に特別支援学級を配置
　　　　適切な助言・指導に努める　　　　適切な助言・指導に努める

豊かな自然、多様な生物の営みから様々な恩
恵を受けて日々の快適な暮らしがある。今、
その大切さを再認識することが問われている
（納場小 2年生 生活科 自然観察会 巴川探検）

福島ヤヨヒ

Ｑ 

適
切
な
生
活
介
助
員
の
配
置
を

　

生
活
介
助
が
必
要
な
子
ど
も
達
へ
の

適
切
な
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
整
え
て
い
く

上
で
も
、
介
助
員
の
安
定
し
た
雇
用
環

境
の
確
保
が
不
可
欠
で
あ
る
。
現
場
の

状
況
を
踏
ま
え
十
分
な
対
応
を
お
願
い

し
た
い
。

Ａ 

教
育
次
長　

本
市
で
は
重
複
障
が
い

を
持
つ
た
め
自
立
で
き
な
い
、
ま
た
、

特
に
介
助
が
必
要
と
さ
れ
る
児
童
生
徒

の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
、
市
内
幼
・
小
・

中
学
校
に
は
合
計
20
名
の
生
活
介
助
員

を
配
置
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
介
助
員
の
身
分
に
つ
い
て
は
、

１
日
の
勤
務
時
間
が
短
時
間
で
あ
る
こ

と
や
、
ま
た
、
夏
季
休
暇
等
に
は
業
務

が
な
い
こ
と
等
の
理
由
に
よ
り
、
市
の

規
定
に
基
づ
き
臨
時
職
員
と
し
て
採
用

し
、
勤
務
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
介
助
員
の
適
切
な
配
置
に
つ

い
て
は
、
児
童
生
徒
の
転
入
・
転
出
な

ど
に
よ
る
人
数
の
変
動
、
個
々
の
生
徒

児
童
の
障
が
い
状
況
の
変
化
を
踏
ま
え
、

適
切
な
環
境
の
中
で
学
校
生
活
が
送
れ

る
よ
う
、
引
き
続
き
、
出
来
る
限
り
万

全
な
受
け
入
れ
体
制
を
整
え
て
い
き
ま

す
。

一般質問



　   13
議会広報おみたま 第 18 号

Ｑ 

不
妊
治
療
費
の
助
成
拡
充
を

　

本
市
で
も
不
妊
治
療
費
に
対
す
る
助

成
制
度
を
設
け
、
年
間
5
万
円
、
２
ヵ

年
に
限
り
助
成
を
行
っ
て
い
る
が
、
治

療
費
用
が
高
額
に
及
ぶ
た
め
、
不
妊
に

悩
む
夫
婦
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
に
は

不
十
分
で
あ
る
。
出
生
率
が
低
迷
す
る

中
、
少
子
化
対
策
を
拡
充
す
る
観
点
か

ら
、
今
後
拡
充
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

Ａ 

保
健
福
祉
部
長　

茨
城
県
で
は
指
定

す
る
医
療
機
関
で
治
療
さ
れ
た
方
に
対

し
、
１
回
の
治
療
に
つ
き
15
万
円
を
限

度
と
し
て
、
年
２
回
ま
で
通
算
５
年
に

わ
た
る
助
成
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
内
自
治
体
で
は
12
市
町
村

が
単
独
で
の
助
成
を
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
本
市
で
は
、
県
の
助
成
制
度
が
適

用
さ
れ
た
方
に
対
し
て
、
県
助
成
分

の
限
度
額
を
超
え
る
額
に
つ
い
て
、
年

５
万
円
を
上
限
と
し
て
通
算
で
２
年
間

に
限
り
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
助
成
費
用
等
の
拡
充
に
つ
い

て
は
、
近
隣
市
町
村
の
状
況
等
を
踏
ま

え
、
助
成
す
る
年
数
や
回
数
を
増
や
し

て
い
け
る
よ
う
具
体
的
に
協
議
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
多
く
の
方
に
ご
利
用

い
た
だ
け
る
よ
う
制
度
の
周
知
徹
底
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

Ｑ 

更
な
る
行
財
政
改
革
の
推
進
は

Ａ 

市　

長　

本
市
に
お
け
る
行
財
政
改

革
に
つ
い
て
は
、
平
成
18
年
度
か
ら
22

年
度
ま
で
を
第
１
次
の
推
進
期
間
と
し

て
取
り
組
ん
で
き
て
お
り
、
平
成
21
年

度
ま
で
に
、
具
体
的
な
改
革
項
目
と
し

て
、
68
項
目
、
80
事
業
を
設
定
し
、
こ

の
う
ち
、
35
項
目
・
41
事
業
が
終
了
し

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
こ
の
取
組
み
を
更
に
継
続
・

推
進
し
て
い
く
た
め
、
平
成
23
年
度
か

ら
の
５
年
間
を
推
進
期
間
と
す
る
第
２

次
計
画
の
策
定
に
着
手
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
こ
の
中
で
指
定
管
理
者
制
度
の
推

進
や
窓
口
サ
ー
ビ
ス
向
上
な
ど
引
き
続

き
継
続
し
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
や
、

社
会
経
済
情
勢
を
受
け
て
の
新
た
な
課

題
等
に
つ
い
て
、
基
本
目
標
か
ら
具
体

的
な
実
施
項
目
ま
で
を
取
り
ま
と
め
、

22
年
度
内
の
策
定
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、
こ
の
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て

は
、
懇
談
会
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
通
じ
て
市
民
の
意
見
を
反
映
し
て
い

く
と
と
も
に
、
策
定
後
の
実
施
状
況
に

つ
い
て
も
都
度
公
表
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ 

茨
城
空
港
線
を
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
に

Ａ 

市
民
生
活
部
長　

現
在
、
市
内
で
は

各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
を
通
じ
て
、
自

主
的
な
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
事
業
が
行
わ

れ
て
お
り
、
地
域
の
環
境
保
全
と
住
民

の
交
流
促
進
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
、
今
後
、

さ
ら
に
住
民
自
治
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

が
推
進
さ
れ
て
い
く
も
の
と
期
待
し
て

い
ま
す
。

　

茨
城
空
港
線
に
つ
い
て
は
、
道
路
管

理
者
で
あ
る
県
か
ら
、
除
草
管
理
上
、

当
分
の
間
は
現
状
を
保
持
し
た
い
旨
の

説
明
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
空
港
の
利

用
促
進
に
も
大
き
な
効
果
が
期
待
さ
れ

ま
す
の
で
、
今
後
も
、
県
や
関
係
機
関
・

団
体
等
と
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ . 出生率が低迷する昨今
　　少子化対策の拡充は急務

　　Ａ . 制度の周知徹底に努める
　　　　助成拡充に向けて検討する 小川　賢治

県道石岡紅葉線の川戸西交差点（エコス
付近）から空港前交差点までの約 3Km
区間の延長を有する県道茨城空港線。空
港までのメイン道路となっている

合
計
特
殊
出
生
率
？
・
・
・
女
性
１
人
が
生
涯
に
産
む
子
ど
も
の
数
。
２
０
０
９
年
は
、
前
年
と
同
じ
１
・
３
７
（
本
県
１
・
３
７
）
で
、
出
産
期
に
あ
た
る
女
性
と
生
ま
れ
た
子
ど
も
の
数
は
、
い
ず
れ
も
前
年
よ
り
約
２
万
人
減
少
し
て
い
る
。

一般質問
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第
２
次
茨
城
県
立
高
校
再
編
整
備
基
本
計
画
？
・
・
・
平
成
23
か
ら
32
年
度
に
お
け
る
学
校
・
学
科
の
あ
り
方
、
学
校
の
適
正
規
模
・
配
置
等
に
つ
い
て
基
本
的
な
方
向
性
を
示
す
も
の
。
こ
れ
を
基
に
具
体
的
な
実
施
計
画
を
策
定
。

Ｑ . 現状に即応する活性策は
　　企業誘致、物産施設の設置を

　　Ａ . 県等と連携し企業立地を
　　　　決定を踏まえ適切に対処 島田　幸三

Ｑ 

積
極
的
な
企
業
誘
致
の
展
開
を

　

地
方
経
済
は
依
然
厳
し
い
状
況
に
あ

る
が
、
国
内
総
生
産
は
プ
ラ
ス
成
長
と

発
表
さ
れ
、
不
況
か
ら
の
回
復
基
調
が

広
が
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
に
先

ん
じ
て
、
住
民
の
雇
用
の
場
を
確
保
す

る
な
ど
広
く
地
域
経
済
の
活
性
に
つ
な

げ
る
た
め
、
本
市
と
し
て
も
積
極
的
な

企
業
誘
致
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

Ａ 

市　

長　

こ
れ
ま
で
の
企
業
誘
致
の

取
組
み
に
つ
い
て
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
結
果
に
基
づ
く
企
業
訪
問
、
県
の
産

業
立
地
推
進
東
京
本
部
等
と
連
携
し
た

首
都
・
関
西
圏
で
の
セ
ミ
ナ
ー
開
催
、

新
聞
等
へ
の
広
告
掲
載
な
ど
を
行
っ
て

き
て
お
り
、
平
成
21
年
度
に
は
、
県
内

外
の
企
業
15
社
を
訪
問
し
て
い
ま
す
が
、

現
在
の
経
済
情
勢
等
か
ら
誘
致
に
は

至
っ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　

企
業
の
立
地
は
、
地
域
に
も
多
面
的

な
効
果
を
も
た
ら
し
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
、
立
地
企
業
の
定
着
を
図
る
た
め

の
意
見
交
換
会
や
、
県
の
優
遇
措
置
と

呼
応
し
た
市
独
自
の
固
定
資
産
税
の
特

別
免
除
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
に
お
け
る
新
た
な
産
業

拠
点
と
し
て
期
待
さ
れ
る
茨
城
空
港
テ

ク
ノ
パ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、

周
辺
整
備
を
推
進
し
、
県
や
関
連
団
体

と
連
携
し
な
が
ら
企
業
立
地
を
促
進
し

て
い
き
ま
す
。

Ｑ 

空
港
周
辺
に
物
産
施
設
の
設
置
を

Ａ 
市　

長　

現
在
、
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル

ビ
ル
前
に
テ
ン
ト
等
を
利
用
し
、
地
元

農
産
物
等
の
販
売
が
で
き
る
よ
う
県
と

協
議
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
の
で
、

こ
れ
を
足
が
か
り
と
し
て
物
産
施
設
等

の
建
設
も
視
野
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ 

平
成
25
年
３
月 

小
川
高
校
が
閉
校

　

 

協
議
経
過
・
跡
地
等
の
利
活
用
は

Ａ 

教
育
次
長　

過
日
の
県
教
育
委
員
会

に
お
い
て
、
県
立
高
校
の
第
２
次
再
編

整
備
基
本
計
画
が
発
表
さ
れ
、
こ
の
中

で
示
し
た
学
校
の
適
正
規
模
の
維
持
や

将
来
の
推
計
人
口
に
基
づ
き
、
来
年
度

か
ら
小
川
高
校
の
生
徒
募
集
を
停
止
（
平

成
25
年
３
月
末 

閉
校
）
し
、
こ
の
代
わ

り
と
し
て
、
発
展
的
に
中
央
高
校
の
学

科
再
編
を
行
う
と
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
県
と
の
協
議
経
過
で
は
、

本
市
と
し
て
は
高
校
存
続
を
求
め
て
き

ま
し
た
が
、
同
校
の
厳
し
い
現
状
や
今

後
の
見
通
し
か
ら
、
県
の
方
針
を
覆
す

ま
で
に
は
至
ら
ず
、
そ
の
代
わ
り
に
中

央
高
校
へ
の
機
能
移
転
や
特
色
あ
る
高

校
づ
く
り
を
進
め
る
よ
う
要
望
し
た
内

容
が
、
今
回
の
再
編
結
果
に
も
反
映
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
同
校
跡
地
や
校
舎
等
の
財
産

処
分
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
県
か
ら
具

体
的
な
方
向
性
は
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
今
後
、
県
と
の
情
報
交
換
を
密
に
し
、

有
効
活
用
す
る
方
策
に
つ
い
て
全
庁
的

に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

一般質問

県内唯一の臨空型工業団地として、空
港の北東部に整備される空港テクノ
パーク。市の新たな産業拠点として大
きく期待される　　（完成イメージ図）

空港周辺 7市町（セブンネット）が
開港プレイベントとして、空港公園
建設予定地内で開催した〝空の市〟。
各地の名産品の展示販売等が行わ
れ、予想を超える 4千人が来場した
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Ｑ .Ｑ .空港活況、市の優位性活かし空港活況、市の優位性活かし
　　　　産業経済 発展へのシナリオは産業経済 発展へのシナリオは

　　Ａ .　　Ａ . 交通網の整備進展を踏まえ交通網の整備進展を踏まえ
　　　　まちづくり戦略を再構築　　　　まちづくり戦略を再構築

　

ま
た
、
茨
城
空
港
に
つ
い
て
は
、
3

月
の
開
港
以
降
、
順
調
に
利
用
者
を
確

保
す
る
と
と
も
に
、
見
学
者
も
30
万
人

を
超
え
る
な
ど
賑
わ
い
を
み
せ
て
い
ま

す
が
、
こ
の
活
況
が
い
つ
ま
で
持
続
す

る
の
か
は
不
透
明
で
も
あ
り
、
持
続
的

に
観
光
客
を
呼
び
込
む
施
策
を
講
じ
て

い
く
必
要
性
を
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
空
港
の
入
口
で
あ
る
ゲ
ー

ト
ウ
ェ
イ
地
区
、
県
道
茨
城
空
港
線
の

沿
線
の
土
地
利
用
に
つ
い
て
は
、
関
係

部
署
と
協
議
し
な
が
ら
、
商
業
型
の
企

業
を
含
め
た
誘
致
活
動
や
広
域
的
な
観

光
案
内
等
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

に
お
い
て
も
、
空
港
及
び
そ
の
周
辺
に

お
け
る
各
種
ま
ち
づ
く
り
事
業
等
を
重

点
事
業
と
し
て
位
置
づ
け
て
お
り
、
今

後
、
適
切
な
ま
ち
づ
く
り
戦
略
を
構
築

し
た
中
で
、
各
種
事
業
を
展
開
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ 
重
点
事
業
・
進
む
べ
き
方
向
は

Ａ 

市
長
公
室
長　

現
在
、
本
市
で
進
め

て
い
る
主
な
重
点
事
業
に
つ
い
て
は
、

ス
ポ
ー
ツ
シ
ュ
ー
レ
公
園
、
か
し
て
つ

跡
地
バ
ス
専
用
道
化
事
業
、
茨
城
空
港

テ
ク
ノ
パ
ー
ク
へ
の
企
業
誘
致
、
県
道

Ｑ 

市
税
増
収
を
図
る
施
策
展
開
を

　

合
併
特
例
債
を
は
じ
め
と
す
る
合
併

に
よ
る
財
政
優
遇
措
置
や
米
軍
再
編
に

よ
る
交
付
金
等
が
途
絶
え
る
５
、６
年
先

に
は
、
市
の
財
政
収
入
は
多
き
く
落
ち

込
む
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

現
在
、
活
況
を
呈
す
る
茨
城
空
港
の

賑
わ
い
を
取
り
込
む
と
と
も
に
、
本
市

が
県
中
央
部
に
位
置
し
、
幹
線
道
路
網

が
縦
横
断
す
る
優
位
性
を
活
か
し
て
、

戦
略
的
に
産
業
経
済
発
展
へ
の
施
策
を

展
開
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ 
産
業
経
済
部
長　

企
業
誘
致
は
、
本

市
の
産
業
経
済
発
展
の
た
め
に
欠
か
せ

な
い
施
策
と
考
え
て
お
り
、
新
た
な
企

業
集
積
地
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
茨

城
空
港
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
へ
の
立
地
を
促

す
た
め
、
県
と
の
連
携
の
も
と
Ｐ
Ｒ
活

動
や
企
業
訪
問
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
首
都
圏
の
北
の
玄
関
口
と
し

て
、
隣
接
す
る
茨
城
空
港
の
開
港
や
、

北
関
東
道
が
平
成
23
年
に
は
全
線
開
通

す
る
な
ど
交
通
網
の
整
備
も
進
展
し
、

人
・
物
・
情
報
が
交
流
す
る
新
た
な
ビ

ジ
ネ
ス
の
拠
点
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
工
業

団
地
と
し
て
の
優
位
性
も
向
上
し
て
い

く
こ
と
か
ら
、
引
き
通
き
、
県
や
関
係

機
関
と
連
携
し
な
が
ら
誘
致
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

茨
城
空
港
線
沿
線
へ
の
商
業
機
能
の
誘

導
、
羽
鳥
駅
周
辺
整
備
、
霞
ヶ
浦
沿
岸

地
域
交
流
施
設
の
整
備
等
が
挙
げ
ら
れ
、

こ
れ
ら
特
色
あ
る
施
設
・
拠
点
の
連
携

を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
に
事
業
効

果
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
各
行
政
分
野
に
お
け
る
従
前

か
ら
の
事
業
等
と
も
連
携
す
る
こ
と
に

よ
り
、
市
の
一
体
感
を
醸
成
し
、
一
定

の
分
野
・
地
域
に
偏
る
こ
と
な
く
、
市

民
と
行
政
の
役
割
分
担
を
明
確
に
し
た

中
で
協
働
連
携
を
強
化
し
、
こ
れ
ま
で

の
市
政
４
年
間
で
築
い
て
き
た
土
台
の

上
に
、
さ
ら
に
市
政
発
展
に
向
け
た
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

戸田　見成

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
？
・
・
・
20
年
後
の
市
の
将
来
像
を
見
据
え
、
土
地
利
用
や
都
市
整
備
な
ど
都
市
計
画
に
関
す
る
総
合
的
な
指
針
を
示
す
も
の
。
都
市
計
画
法
に
策
定
が
義
務
付
け
ら
れ
、
市
の
総
合
計
画
や
県
の
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
即
し
て
定
め
る
。

一般質問

石岡市・県とともに、8月中の実証運行開
始を目指す。現在、車の誤進入防止の遮
断機、待合所等の設置工事を進めている
（かしてつ跡地バス専用道・石岡市境界付近）


